










































































































画面(視野)周辺部のprobe検出にかかる時間が, dual task(二重殊勝事態でもSingle task(視覚探索
課題)でも, 14時と比較して11時(午前)の方が遅いことが示された｡
また,二重課題事態における変動係数のデータから.若齢者では口中を通じて視野の周辺の方が,
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中央よりもばらつきが大きかったのに対し,高齢者では午前(11時)と午後の早い時間(14時)には,
視野の周辺と中央で,ばらつきが同程度であった｡このことから,高齢者と若齢者とのストラテジ
-の違いの可能性がうかがわれた｡二重課題のコストの口内変動は,若齢者および高齢者の両方で
みられなかった｡
時刻による干渉泉の違いは,若齢者では違いが見られなかったが,高齢者では14時よりも16時
の方が,干渉最が大きくなる傾向が見られた｡
また,高齢者では,生活習慣と注意機能との個人差ではflanker干渉畳が14時よりも16時に増
加する傾向について,普段の生活習慣でのアルコール摂取亀が関係し,アルコールの摂取量が少ない
人よりもアルコール摂取農の多い人の方が, 14時の干渉量が大きかった｡
第6章　稔合考察
本研究では,ヒューマンエラーの背崇要因としての注意機能について,日常生活を営む人間の心理
的･生垣的な状態･特性に焦点を当てて実験･検討を行った｡
本研究の結論として,二嘉課題事態は注意容量の減少とそれに伴う能動的な空間的注意配分の円滑
な処理が行われな<なることから,エラ-につながる危険な事態だといえ,その影響は高齢者では特
に顕著であった｡ (Ⅱ)の反応エラー後の注意制御の実験では,エラ-後の干渉量の減少は本研究では
みられなかった｡しかし,事故傾向を対象とした従来の研究では,こうしたエラー後の注意の能動的
制御の個人差に関する研究はほとんど行われていなかった｡エラーを犯しやすい状態や特性を理解し
把握することはエラ-防止に役立つが,作業中に犯したエラー(いわゆる"ひやり･ハツt"体鮒を
経験することが行動を修正するきっかけとなることで,さらなる事故確率の低下をもたらすことがで
きれば,重大事故の防止につながることにもなると考えられる｡また,産業現場での安全管理等の教
育･指導の場面においてもエラー後の行動修正と事故の関係が解明されれば.さらなる事故防止につ
ながることが期待される｡
(Ⅲ)では,覚醒の能動的注意制御への影背については.高齢者では生理的な変化や,退職による生
活パターンの変化によるものと思われる若齢者との睡眠パターンの違いが多くみられた｡アルコール
摂取量の多い高齢者と少ない高齢者とで午後の早い時間(14時)でのflanker干渉量の違いがみられた
ことから,注意の集中にこうした生活習軌特にアルコールの摂取亀が影曹した可能性がうかがえた｡
また,二婁裸題においては,高齢者と若齢者とのストラテジーの違いの可能性がうかがわれ覚醒の
低下する日中の時間では,高齢者では視野の周辺と中央とで同じように｢見逃し｣が起こる可能性も
考えられた｡
高齢者では干渉抑制や注意の能動的制御に関わる前頭前野の機能低下に伴う補償行動からも,若齢
者とは違ったエラーの犯しやすさや,事故の危険性がうかがわれる｡こうした観点から検討していく
ことは,様々な行動場面での注意と安全に関わる基礎･応用的研究に頁献するものと考えられる｡
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論文手套結果の要旨
交通事故を始めとする日常生活における様々な事故の背景には･注意機能の欠陥が指摘されている｡本
論文は､ヒューマンエラーに関わる能動的注意機能を･二重課題､加臥疲労などエラーを起こしやすい
状況を設定した上で認知心理学的に検討したものであり､全編6車からなる｡
第1掛ま.序章であり､日常的な事故と能動的注意機能の関連を論じている｡
第2章は､従来の研究を踏まえて､能動的注意機能とヒューマンエラーの関係を論じ･本研究を行った
動機付け及び目的について述べている｡
第3草は､運転中の携帯電話使用を摸した二重課題のコスト(単独課魔力､らの成績低下)を指標に､聴
覚情報の入力方向と視野内での注意配分の関係及びそれに対する加齢の影響を検討した｡その結果･高齢
者では二重課増のコストは増加するだけでなく･聴覚情報が左の耳から与えられた場合に･特にコストが
より大きくなることを兄いだした｡これはこれまで報告されていない新しい知見と言える｡
第4尊は､エラー後の注意制御についてnanker干渉課題を用いて検討した｡従来の研究では､エラ-
後には反応がより慎重になることにともない反応時間が増大することが知られていたが､ここではそれだ
けでなく､注意敵浸となった結果としてエラーを犯すことで逆に注意が課也に向け直されることを､干渉
観の低下を指標として別けることを試みた｡その結果､反応速度よりも反応の正確さを健先した実験参
加者で､エラー後の干渉抑制が認められた｡
第5車は,覚醒の日内変動､特に高齢者に顕著となる午後の早い時間帯での覚醒の一時的低下が能動的
な注意制御にどのように影響するかを検討した○その結果･高齢者のうち､日常的に飲酒の習慣がある実
験参加者では,午後2時に非飲酒者で見られた干渉最の低下が認められず､覚醒低下に伴い注意集中に問
題が生じている可能性が伺えた｡また､能動的注意機能の欠陥を反映するとされる反応時間のばらつきの
指標として変動係数を用いて視鴬探索課題の成織を分析したところ,若齢者と異なり､周辺視野と比較し
て視野中央部で変動係数が低下しておらず､注意配分の効率的制御に問題があることが伺えた｡この結果
は.高齢者に多いとされる交差点での右折時の直進車両との衝突事故の背景要因の一端を示唆する興味深
い知見と言える｡
第6車は.総合考察であり､結果を総括した上で､ヒューマンエラ-が生ずる種々の状況について能動
的注意機能の観点から検討している｡
以上要するに本論文は､能動的注意機能の観点からヒューマンニラ-の背農要因を検討したもので､認
知心理学及び情報科学の発展に寄与するところが少なくない｡
よって､本論文は博士(情報科学)の学位論文として合格と認める｡
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